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家
に
車
が
あ
る
か
ら
、
送
り
迎

え
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
、

鉄
道
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
が
な

く
て
も
困
ら
な
い
。
果
た
し
て
本

当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

静
岡
県
民
の
自
家
用
車
保
有
台

数
は
、
平
成

年
で
約
２
０
０
万

２２

台
、
昭
和

年
の
約

万
台
と
比

５０

５８

較
す
る
と
約
３
・
５
倍
に
上
昇
し
、

１
世
帯
当
た
り
の
自
家
用
車
数
は

約
０
・
６
台
か
ら
約
１
・
５
台
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
自
家
用

車
が
普
及
す
る
と
と
も
に
、
公
共

交
通
の
一
端
を
担
う
バ
ス
の
利
用

者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
平
成

年
の
利
用
者
は
８,
２
０
０
万

２２人
で
昭
和

年
と
比
較
す
る
と
約

５０

４
分
の
１
ま
で
落
ち
込
み
、
鉄
道

利
用
者
も
同
様
に
比
較
す
る
と

４,
８
０
０
万
人
も
減
少
し
て
い

ま
す
。【
次
頁
グ
ラ
フ
①
参
照
】

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

下
田
市
と
し
て
は
、
費
用
の
一
部

を
負
担
し
バ
ス
事
業
者
に
委
託
し

て
運
行
を
行
っ
て
い
る
自
主
運
行

バ
ス
や
バ
ス
事
業
者
単
独
で
の
運

行
継
続
が
困
難
で
あ
る
路
線
の
経

費
の
一
部
に
対
し
補
助
を
行
う
な

ど
、
路
線
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
公
共
交
通
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
利
用
者
の

減
少
が
続
く
と
、
市
の
補
助
に
よ

る
路
線
の
維
持
も
困
難
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

下
田
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
当
て
は
ま
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
応
策

を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

・
公
共
交
通
の
利
用
者
は
全
体
と

し
て
減
少
、
特
に
路
線
バ
ス
の

減
少
が
顕
著

・
県
内
の
鉄
道
は
Ｊ
Ｒ
及
び
７
社

の
民
間
鉄
道
が
運
行
し
て
お
り
、

民
間
鉄
道
利
用
者
は
減
少
傾
向

・
県
内
を
運
行
す
る
乗
合
バ
ス
は

約
１,
８
５
０
系
統
あ
り
、
そ

の
約
３
分
の
１
は
路
線
維
持
の

た
め
行
政
が
補
助
金
を
投
入

・
県
内
の
バ
ス
系
統
の
退
出
件
数

は
平
成

年
以
降
、
増
加
傾
向

２０

・
民
間
路
線
バ
ス
退
出
や
交
通
空

白
地
域
の
移
動
確
保
へ
の
対
応

の
た
め
、
市
町
自
主
運
行
バ
ス

が
増
加

マ
イ
カ
ー
の
普
及
と

減
り
続
け
る
公
共
交
通
利
用
者

な
ぜ
公
共
交
通
が
必
要
な
の
か
？

静
岡
県
内
の

地
域
公
共
交
通
の
現
状
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公
共
交
通
は
、
自
動
車
な
ど
の

移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
や

児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
移
動
手
段
で
あ

り
、
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
移
動
の

自
由
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
普
段
は
自
家
用
車
な
ど
で

移
動
し
て
い
る
人
も
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
代
替
交
通
手
段
と
し
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

下
田
市
の
高
齢
化
率（
総
人
口
に

占
め
る

歳
以
上
人
口
の
割
合
）は

６５

・
６
％（
平
成

年
４
月
１
日
現

３６

２６

在
）で
市
民
の
３
人
に
１
人
は

歳
６５

以
上
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
国
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う

な
高
齢
人
口
の
急
増
に
よ
り
、
自

動
車
が
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
が

増
え
た
り
、
特
に
最
近
で
は
交
通

事
故
死
亡
者
数
で
突
出
し
て

歳
６５

以
上
の
割
合
が
多
く
な
っ
た
り
す

る
な
ど
、
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。【
グ
ラ
フ
②
参
照
】
ま
た

「
買
物
難
民
」や
社
会
参
加
機
会
の

喪
失
な
ど
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
前
に
迫
っ
た
超
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
た
め
、
自
動
車
交
通

に
依
存
し
た
社
会
か
ら
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
田
市
で
は
市
民
の

移
動
を
支
え
る
公
共
交
通
に
つ
い

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
公
共

交
通
計
画
の
策
定
や
鉄
道
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
等
の
も
っ
と
便
利
な
利

用
を
目
指
し
て
、
道
路
運
送
法
と

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再

生
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
「
下

田
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
を
３

月
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

「
地
域
公
共
交
通
会
議
」と
は
、
地

域
に
お
け
る
住
民
生
活
に
必
要
な

バ
ス
等
の
旅
客
輸
送
の
確
保
や
旅

客
の
利
便
の
増
進
な
ど
を
図
り
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
に
必
要
と
な
る
事
項

な
ど
を
審
議
す
る
た
め
の
会
議
で

す
。
具
体
的
に
は
、
市
内
の
路
線

バ
ス
や
自
主
運
行
バ
ス
な
ど
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
乗
合
旅
客
運

送
の
態
様
及
び
運
賃
、
料
金
等
に

関
す
る
事
項
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
、
下
田
市
に
お

け
る
望
ま
し
い
公
共
交
通
の
あ
り

方
と
公
共
交
通
施
策
を
定
め
る

「
下
田
市
地
域
公
共
交
通
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
市
や
交
通
事
業
者

だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
体
に
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い

く
も
の
で
す
。

今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
皆

さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
バ
ス

路
線
の
再
編
や
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
、
生
活
に
欠
か

せ
な
い
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
、

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
日
、
あ
な
た
は
、
通
勤
や
通

学
、
お
出
掛
け
の
際
に
、
何
を
使
っ

て
移
動
し
ま
し
た
か
。「
車
に
乗
れ

な
く
な
っ
た
ら
公
共
交
通
の
利
用

を
考
え
る
け
れ
ど
、
当
分
は
マ
イ

カ
ー
で
大
丈
夫
」
と
考
え
て
い
ま

せ
ん
か
。

し
か
し
、
公
共
交
通
が
い
つ
ま

で
も
存
続
す
る
保
証
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。
存
続
で
き
る
か
ど

う
か
の
分
岐
点
に
立
つ
今
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
今
あ
る
路

線
を
守
る
た
め
、「
時
に
は
電
車
や

バ
ス
を
使
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う

意
識
に
立
ち
、
積
極
的
に
公
共
交

通
を
利
用
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
地
域
公
共
交
通
会
議
」と
は
？

乗
っ
て
未
来
に
つ
な
ご
う

超
高
齢
化
の
進
展

移
動
に
お
け
る
公
平
性
の
確
保

公共交通を利用するメリット

朝夕の混雑時の利用により、

渋滞が緩和され、時間どおり

に到着することができます。

バスが1人を1㎞運ぶために排

出するCO2の量は、自家用車

の3分の1以下。

資料：1人を1㎞移動させるときのCO2排出量

（g・CO2／人キロ（2010年度）（国土交通省）

車は燃料代だけでは

なく、車両購入費や

維持費も掛かります。

公共交通の方が安上

がりになることも。

公共交通を利用して

の移動は、車を利用

するより消費カロ

リーが2倍以上。

プロドライバーの運

転で安全・安心！

ゆっくり休みながら

移動できます。

身体にやさしい安全で快適に移動 財布にやさしい

交通渋滞が緩和される環境にやさしい

「
地
域
公
共
交
通
会
議
」に
よ
る

検
討
を
始
め
ま
し
た

グラフ① 公共交通利用者と自家用車保有台数の推移

資料：静岡県自動車保有台数調査（静岡県）・数字で見る中部の運輸（国土交通省中部運輸局）

資料：平成25年中の交通事故の発生状況（警察庁交通局）

グラフ② 平成25年中 全国の年齢別死亡者数の状況（構成率）


